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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】すり切り片の浮きを十分に抑制、比較的正確に
被計量物をすり切ることができる計量スプーンを提供す
る。
【解決手段】上方に開口している被計量物を収納可能な
計量部１と、前記計量部１から延設されている柄部２と
、前記柄部２に取り付けられ前記計量部１の開口上縁部
１ａに沿って移動可能で被計量物をすり切りしうるよう
に構成された先端部３ａと、押圧部４が備えられ、前記
押圧部４を前記柄部２の上面に押圧することにより、前
記先端部３ａが前記計量部１の前記開口上端縁部１ａに
当接されるように構成されてなり、前記柄部２は、前記
先端部３ａがすり切り開始位置Ｓからすり切り終了位置
Ｅまで移動される間、前記押圧部４の下面の少なくとも
一部と当接するされるようにした。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上方に開口している被計量物を収納可能な計量部と、前記計量部から延設されている柄
部と、前記柄部に取り付けられ前記計量部内の被計量物をすり切り可能なすり切り片とが
備えられ、
　前記すり切り片には、前記柄部の上面に沿って移動する基体部と、前記基体部から延出
され、前記基体部の移動に伴い前記計量部の開口上縁部に沿って移動可能で、該移動によ
って被計量物をすり切りしうるように構成された先端部とが備えられ、
　前記基体部には、該基体部を上方から前記柄部の上面に向けて押圧可能な押圧部が備え
られ、前記押圧部を柄部上面に押圧することにより、前記先端部が前記計量部の開口上端
縁部に当接されるように構成されてなり、
　前記柄部は、前記先端部がすり切り開始位置からすり切り終了位置まで移動される間、
押圧部の下面の少なくとも一部と当接するように構成されていること特徴とする計量スプ
ーン。
【請求項２】
　前記柄部には、柄部本体と、該柄部本体の側縁から突出する突出部とが備えられており
、前記柄部本体の上面と前記突出部の上面とが面一に設けられている請求項１に記載の計
量スプーン。
【請求項３】
　前記先端部がすり切り終了位置に移動した位置で、前記すり切り片を係止する係止部が
備えられてなる請求項１または２に記載の計量スプーン。
【請求項４】
　前記基体部には、前記すり切り片を前記柄部に取り付ける取付け部が備えられ、前記取
付け部と先端部とを接続する基体部の少なくとも一部が可撓性を有する請求項１乃至３の
いずれか一項に記載の計量スプーン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、粉状、液状、ペースト状などの被計量物を計量するために用いられる計量ス
プーンに関する。
【背景技術】
【０００２】
　食品、薬品、洗剤などの粉状体、液状体あるいはペースト状である被軽量物を計量する
場合に用いられる計量スプーンは、容積が既知である計量部に被軽量物を掬い入れて被計
量物の容積を計量するが、被計量物が粉状、液状あるいはペースト状である場合には、被
計量物を計量部に盛り上がるように掬い入れた後に、盛り上がった余剰部分を棒やヘラな
どですり切ることで正確に計量部と同容積として計量することができる。
【０００３】
　かかるすり切りを行なう際には、一方の手で計量スプーンを持ち、他方の手で棒やヘラ
などを持つため、作業時に両手を使う必要があり、作業が煩雑である。また、計量スプー
ンとは別に棒やヘラなどを要するが、すり切り時には同時に準備しなければならず、器具
の管理が手間である。
【０００４】
　そこで、計量スプーンと、すり切り用の棒やヘラを一体的に設け、片手ですり切りを行
えるようにした計量スプーンがある。
【０００５】
　例えば、特許文献１乃至特許文献３には、スプーンの柄部の上面にすり切り片が、計量
部の上面をすり切るように、すなわち、計量部の開口面に対して平行に移動可能に取付け
られている計量スプーンが記載されている。
　かかる計量スプーンを使用する際には、片手で計量スプーンの柄部を把持しながら、前
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記すり切り片を、スプーンを把持している手の指を使って計量部の上面を移動させること
ができるため、片手ですり切りを行うことができる。
【０００６】
　一方、正確な計量のためには、すり切り片は計量部の開口上端縁の上面に隙間なく当接
された状態で計量部上面を移動されることが必要である。
　すり切り片が開口上端縁の上方に浮いている状態ですり切りを行なった場合、計量部の
開口上端縁とすり切り片とに浮きによる隙間が生じ、かかる隙間の高さ分だけ上方ですり
切ることになり、正確な計量ができない。
【０００７】
　特許文献４および５には、すり切り片に移動方向に突出するガイド用突起を設け、該突
起を柄部の下面にもぐり込ませるようにして、すり切り片の上方への浮きを抑制すること
が記載されている。
【０００８】
　しかしながら、特許文献４および５に記載の計量スプーンでは、予めガイド用突起と柄
部の下面とが密着するように計量スプーンを成形する必要があり、成形時に少しでも隙間
があると浮きが生じてしまうため、確実に浮きを防止することが難しい。
　あるいは、使用によってガイド用突起が変形して当初の位置よりも下がってしまった場
合などには、浮きを抑制することができず、正確な計量ができないおそれがある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】実開昭６２－２８１２５号公報
【特許文献２】実公昭５２－１０３７０号公報
【特許文献３】実開昭５４－１７５３５６号公報
【特許文献４】実開昭５４－１８４１６４号公報
【特許文献５】実開昭５７－８８０２７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　そこで、本発明は、上記のような従来の問題を鑑みて、すり切り片の浮きを十分に抑制
することが可能であり、比較的正確に被計量物をすり切ることができる計量スプーンを提
供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明に係る計量スプーンは、上方に開口している被計量物を収納可能な計量部と、前
記計量部から延設されている柄部と、前記柄部に取り付けられ前記計量部内の被計量物を
すり切り可能なすり切り片とが備えられ、前記すり切り片には、前記柄部の上面に沿って
移動する基体部と、前記基体部から延出され、前記基体部の移動に伴い前記計量部の開口
上縁部に沿って移動可能で、該移動によって被計量物をすり切りしうるように構成された
先端部とが備えられ、前記基体部には、該基体部を上方から前記柄部の上面に向けて押圧
可能な押圧部が備えられ、前記押圧部を柄部上面に押圧することにより、前記先端部が前
記計量部の開口上端縁部に当接されるように構成されてなり、前記柄部は、前記先端部が
すり切り開始位置からすり切り終了位置まで移動される間、押圧部の下面の少なくとも一
部と当接するように構成されていること特徴としている。
【００１２】
　本発明によれば、計量部に被計量物を収納し、すり切り片によって、計量部内の被計量
物をすり切る際に、すり切り片に備えられた押圧部を指などによって押圧することで、前
記すり切り片の先端部を計量部の開口上端縁部に対して当接させることができ、このよう
に先端部と開口上端縁部に隙間がない状態ですり切り片を移動させてすり切ることで、開
口上端縁部より上方に盛り上がった余剰の被計量物を正確にすり切ることができる。
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　また、前記先端部がすり切り開始位置から終了位置まで移動される間、前記押圧部の少
なくとも一部が柄部の上面に当接しているため、すり切り開始から終了までの間、常に押
圧部を柄部上面に押圧させておくことが可能であり、すり切り終るまで先端部が開口上端
縁部から浮き上ることを抑制できる。
【００１３】
　本発明において、前記柄部には、柄部本体と、該柄部本体の側縁から突出する突出部と
が備えられており、前記柄部本体の上面と前記突出部の上面とが面一に設けられているこ
とが好ましい。
【００１４】
　前記柄部には、柄部本体と該柄部本体の側縁から突出する突出部とが備えられており、
前記柄部本体の上面と突出部の上面とが面一である場合には、すり切り時にすり切り片の
前記押圧部が柄部側縁部より外側まで移動する場合であっても、連続する柄部本体の上面
及び突出部の上面で押圧部を同一面において支持することができ、すり切り片の浮きを防
止することができる。
【００１５】
　本発明において、前記先端部がすり切り終了位置に移動した位置で、前記すり切り片を
係止する係止部が備えられてなることが好ましい。
【００１６】
　かかる場合には、すり切り片を使用しない時には、不用意にすり切り片が移動すること
を抑制できる。従って、計量スプーンを収納する際や、被計量物を計量部にすくいいれる
際などにすり切り片が邪魔になることがない。
【００１７】
　本発明において、前記基体部には、前記すり切り片を前記柄部に取り付ける取付け部が
備えられ、前記取付け部と先端部とを接続する基体部の少なくとも一部が可撓性を有する
ことが好ましい。
【００１８】
　かかる場合には、すり切り片が、可撓性を有する基体部を介して柄部に取り付けられて
いるため、基体部を撓ませることによって、先端部を容易に移動させることができ、すり
切り片を移動させることが容易に行える。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、すり切り片の浮きを十分に抑制し、比較的正確に被計量物をすり切る
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の一実施形態の計量スプーンを示す斜視図。
【図２】（ａ）は本発明の一実施形態の計量スプーンを示す上面図、（ｂ）は同側面図、
（ｃ）は底面図。
【図３】（ａ）（ｂ）は本発明の一実施形態の計量スプーンの使用状態を示す上面図。
【図４】（ａ）は本発明の一実施形態の計量スプーンの製造方法を説明する上面図、（ｂ
）は同側面図。
【図５】（ａ）は本発明の他の実施形態の計量スプーンを示す斜視図、（ｂ）は同上面図
。
【図６】（ａ）は本発明の他の実施形態の計量スプーンを示す斜視図、（ｂ）は同上面図
。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本発明に係る実施形態について説明する。
　本実施形態の計量スプーンについて図１および２に基づいて説明する。
　本実施形態の計量スプーン１０は、上方に開口している被計量物を収納可能な計量部１
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と、前記計量部１から延設されている柄部２と、前記柄部２に取り付けられ前記計量部１
内の被計量物をすり切り可能なすり切り片３とが備えられ、前記すり切り片３には、前記
柄部２の上面に沿って移動する基体部３ｂと、前記基体部３ｂから延出され、前記基体部
３ｂの移動に伴い前記計量部１の開口上縁部１ａに沿って移動可能で、該移動によって被
計量物をすり切りしうるように構成された先端部３ａとが備えられている。
　前記基体部３ｂには、該基体部３ｂを上方から前記柄部２の上面に向けて押圧可能な押
圧部４が備えられ、前記押圧部４を柄部２上面に押圧することにより、前記先端部３ａが
前記計量部１の開口上端縁部１ａに当接されるように構成されてなり、前記柄部２は、前
記先端部３ａがすり切り開始位置からすり切り終了位置まで移動される間、押圧部４の下
面の少なくとも一部と当接するように本実施形態の計量スプーンは構成されている。
【００２２】
　前記計量部１は、図２（ｂ）に示すように、シート状の柄部２の一方の端部上面に円形
に開口する窪みとして形成されており、計量部１の容積は、計量する所定の容積になるよ
うに形成されている。
【００２３】
　前記柄部２には、柄部本体２１と、該柄部本体２１の長手方向の一側縁２ａの外側へ突
出する突出部５とが備えられている。
　前記柄部本体２１は、上面が平面に形成されており、計量部１が形成されている端縁部
が計量部１の開口の形状に沿って円弧状に形成され、他方の端側の上面には突起２ｃが設
けられている。
　突出部５の上面は、柄部本体２１の上面と面一に連続する平面に設けられている。
【００２４】
　前記すり切り片３には、直線状の基体部３ｂと、該基体部３ｂから延出するように設け
られたヘラ状の先端部３ａとが備えられている。
　先端部３ａは、前記計量部１の開口の形状に沿うように湾曲されており、開口上端縁部
１ａの上面の他側縁２ｂ側半分の上面に配置されている。
　前記基体部３ｂは柄部本体２１の長手方向の他側縁２ｂに沿って柄部本体２１の上面に
配置されている。
　基体部３ｂの先端部と反対側の端部には、板状の取付け部３ｃが備えられており、取付
け部３ｃには、孔３ｄが穿設され、前記柄部本体２１の突起２ｃが孔３ｄに嵌合されるこ
とで、すり切り片３が柄部本体２１の上面に取り付けられている。
【００２５】
　基体部３ｂには、柄部本体２１の内側に向かって突出する板状の押圧部４が備えられて
いる。
　押圧部４は、柄部本体２１の上面に下面が当接するように柄部本体２１上面上に配置さ
れ、最も幅広の部分の幅方向の長さが柄部本体２１の幅の長さと略一致するように形成さ
れている。
　押圧部４は、計量部１にかぶらない位置に配置されている。押圧部４の計量部１側の幅
方向の縁部４ａは斜めにカットされている。
　かかる縁部４ａの角度は、すり切り片３を移動させた場合でも計量部３上に押圧部４が
かぶらないような角度に適宜設定され得る。
【００２６】
　押圧部４は、前記突出部５と、柄部２の長手方向において略同位置に配置される。
　すなわち、上面視した場合、押圧部４と突出部５とが横に並ぶように配置されている。
　本実施形態の押圧部４の上面の中央部には、同心円を描く線状の突起４ｂが形成されて
いる。
【００２７】
　押圧部４の下面側には突起７が形成されており、柄部本体２１側縁の突出部５の付け根
に当たる位置に形成された切り欠き６に係止されている。
【００２８】
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　すり切り片３の厚みは、図１、図２（ｂ）に示すように、先端部３ａから基体部３ｂの
押圧部４が取り付けられている位置までにかけてはやや肉厚に形成され、押圧部４の取り
付け位置より取付け部３ｃ側にかけては肉薄にされた肉薄部３ｅが形成されている。
　かかる肉薄部３ｅは、すり切り片３の材質である合成樹脂の種類によっても相違するが
、基体部３ｂを容易に撓ませることができる程度の厚みに形成される。
　前記先端部３ａの厚みは、すり切る際に、被計量物をすり切れる程度の強度を有するよ
う程度の厚みに形成される。
【００２９】
　前記のような計量部１、柄部２およびすり切り片３は、例えば、合成樹脂などから一体
成形することで製造することができる。
　この場合、図４に示すように、合成樹脂シートを所定の形状に成形して、計量部１及び
柄部２と、すり切り片３とを連結部Ｘを介して連結した状態で形成し、連結部Ｘを介して
前記合成樹脂シートを折り曲げて、前記柄部２とすり切り片３とを重ね合わせるようにし
て、前記のような構成の本実施形態の計量スプーン１０の各部位を容易に形成することが
できる。
　あるいは、計量部１および柄部２に相当する所定の形状の合成樹脂シートと、すり切り
片３に相当する所定の形状の合成樹脂シートと、２つの部材を成形して、かかる２つの部
材を重ね合わせて前記のような構成の本実施形態の計量スプーン１０の各部位を容易に形
成することもできる。
【００３０】
　前記計量部１、柄部２およびすり切り片３の材質としては、例えば、ポリプロピレン、
ポリエチレン、ポリエチレンテレフタレート、ナイロン等の合成樹脂、ステンレスなどの
金属、木、紙、セラミック等が好適に用いられる。
　中でも、一体成形などで成形することが容易であるため、合成樹脂を用いることが好ま
しい。
　特に、オレフィン系樹脂を用いた場合には、前記のようにすり切り片３の厚みを調整す
ることで先端部３ａにはすり切りが行なえる程度の強度を持たせ、基体部３ｂの肉薄部３
ｅには可撓性を持たせることが容易にできるため好ましい。
【００３１】
　次に、前記のような計量スプーン１０を使用する場合について説明する。
【００３２】
　まず、計量部１に粉体や粘度の高い液体やペースト状の固体などの被計量物を開口上端
縁１ａから盛り上がるように山盛りにして収納する。
　そして、前記押圧部４の中央部付近、すなわち、図３（ａ）に示す同心円状の線状の突
起４ｂの中心付近Ｙ、を上から指などで押さえて柄部２表面に押し付ける。
　この時、すり切り片３には、押圧部４が押圧されることで柄部３上面側に力が加わるた
め、押圧部４と基体部３ｂを介して一体的に形成されている先端部３ａも当接する計量部
１の開口上端縁部１ａに向かって押圧され、先端部３ａは開口上端縁部１ａ上に隙間なく
当接される。
【００３３】
　この状態、すなわち、図３（ｂ）に示す、すり切り片３がすり切り開始位置Ｓにある状
態から、すり切り片３の肉薄部３ｅを柄部２内側へ向かって押して撓めると、先端部３ａ
も、開口上端縁部１ａ上面に沿って図３（ｂ）に示すすり切り終了位置Ｅまで移動するた
め、先端部３ａによって計量部１より上方に盛り上がった余剰な被計量物がすり落される
。
【００３４】
　前記のように前記押圧部４を柄部本体２１上面に押圧しながら先端部３ａを移動させる
ため、先端部３ａもすり切りの間は常に開口上端縁部１ａに当接さられた状態になり、開
口上端縁部１ａと先端部３ａとの間に隙間が生じることなく、正確にすり切ることができ
る。
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【００３５】
　また、図３（ｂ）に示すように、先端部３ａがすり切り終了位置Ｅにまで移動した時に
は、押圧部４の中央部Ｙは、柄部本体２１の一側縁２ａから飛び出す位置にまで移動され
るが、かかる位置においても、前記突出部５によって、押圧部４の中央部Ｙ付近の下面は
柄部本体２１上面と同一面に支持されるため、すり切りが終了するまで確実に先端部３ａ
の浮きを抑制できる。
【００３６】
　さらに、すり切りを行なわない場合には、すり切り片３は、図３（ａ）に示すように、
柄部本体２１の他側縁側２ｂに配置されるが、かかる場合に押圧部４の下面に形成された
突起７が、柄部２の突出部５付け根位置に形成された切り欠部６に係止される。
　従って、すり切り片３の肉薄部３ｅを柄部本体２１の外側に撓ませようとしても、前記
突起７が係止されているため、すり切り片３が柄部２の他側縁２ｂより外側に撓むことが
抑止できる。
　よって、収納時や、すり切りをせずに計量スプーン１０を使用する際に、すり切り片３
が不用意に移動して、邪魔になることもなく、肉薄部３ｅに負荷がかかりすぎで破損する
ことも防止できる。
【００３７】
　尚、本発明の計量スプーンには、すり切り片の先端部がすり切り終了位置に到達した際
にすり切り片を係止する係止部を設けることもできる。
　係る係止部としては、例えば、図５または図６に示すように、前記突出部５の端部であ
って、すり切り片３の先端部３ａがすり切り終了位置まで移動された時に、押圧部４が当
接する位置の上面に突出する突起状の係止部８などが例示される。
　かかる係止部８によって、すり切り片３の押圧部４が係止されて、すり切り片がそれ以
上すり切り方向へ移動することがない。
　よって、すり切り片３が不必要に移動して肉薄部３ｅに負荷がかかりすぎることがなく
、破損することが防止できる。
　前記係止部の形状は、図５に示すように、突出部５の端縁部の形状に沿った突起であっ
てもよく、図６に示すような小径の円柱状の突起であってもよく、要は、すり切り片３の
移動を係止するものであれば形状は問わない。
　また、前記係止部としては、前記のような突出部の上面に突出させる以外に、例えば、
柄部の上面の端部位置に形成された突起であってもよく、或いは、すり切り片を、所定の
角度しか回動しないように取付ける手段からなる係止部を設けてもよく、要は、すり切り
終了位置ですり切り片を係止することができる係止部であればよい。
【００３８】
　前記実施形態では、突出部５は柄部本体２１の一方の側縁２ａ側にのみ設けられたが、
突出部は柄部本体の両側に設けられてもよい。
　例えば、計量部の幅が柄部の幅より広いような場合には、すり切り片のすり切り開始位
置とすり切り終了位置において押圧部は柄部本体の両側縁部から飛び出す場合がある。
　かかる場合には、柄部本体の両側に突出部が設けられることによって、すり切り片がす
り切り開始位置からすり切り終了位置まで移動される間、常に押圧部の一部、好ましくは
押圧部の中央部付近が突出部および柄部本体の上面に当接され下方から支持されうる。
【００３９】
　あるいは、前記突出部５を設けることなく、柄部本体の幅を計量部の幅よりも幅広に形
成して、すり切り開始位置から終了位置まで移動する間、前記押圧部の下面と柄部本体の
上面とが当接するように形成してもよい。
【００４０】
　前記実施形態では、押圧部４をすり切り片３から柄部本体２１の内側に突出するように
形成したが、前記のように柄部本体の両側部に突出部が設けられている場合、あるいは柄
部本体が幅広に設けられている場合には押圧部４はすり切り片３から柄部２の外側に突出
するように形成されていてもよい。
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　要は、押圧部はすり切り片がすり切り時に移動する間、すり切り片を柄部本体上面側に
押圧可能であって、且つ柄部の上面でかかる押圧部が当接されて支持されるように押圧部
および柄部が形成されていればよい。
【符号の説明】
【００４１】
１：計量部、２：柄部、３：すり切り片、４：押圧部、５：突出部、８：係止部、１０：
計量スプーン

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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